
トップ
ツアー

国
内
好
調
で
１４
％
増

Ｊ　Ｔ　Ｂ
グループ

国
内
旅
行
は
５
％
増
に

菓
子
か
ら
旅
行
喚
起
へ

Ｊ

Ｔ

Ｂ

パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ
　

ロ
ッ
テ
商
品
に
桜
情
報

日
旅
西
日
本
ス
ク
ラ
ム
会
が
総
会

役
員
選
出
内
規
な
ど
改
正

東北・中部・近畿

楽トラアワード

６４施設が受賞

Ｋ　Ｎ　Ｔ
１１年決算

経
常
、予
想
比
２７
％
増
に

　
海
外
旅
行
需
要
の
取
り
込
み
奏
功

東
電
か
ら
の
賠
償
金
も
計
上

Ｋ　Ｎ　Ｔ

１４
年
度
に
経
常
３７
億
円
へ

中
期
経
営
計
画
の
見
直
し
を
発
表

総取扱額

５．５
％
増
の
５０８２
億
円

外
国
人
、１０
ヵ
月
ぶ
り
に
増
加

”»年度 ”…年度 ”‰年度

営 業 収 益 ‰́„ ¿́„ ́́¿

営 業 利 益 »„ …„ …̄

経 常 利 益 »„ »̆ …̂

当期純利益 ”́ »‰ …„

”»年度 ”…年度 ”‰年度

売 上 高 …，‰…„ …，‰¿… …，¿”‰

営 業 収 益 ‰̂̆ ‰̄… ‰̆…

経 常 利 益 ”́ »„ »́

当期純利益 ”‰ ”̄ »…

連結業績目標

個別業績目標
（単位：億円）

（単位：億円）

（３） 第２６４５号第３種郵便物認可２０１２年（平成２４年）２月２５日（土曜日）

　
近
畿
日
本
ツ
欟
リ
ス
ト
歉
Ｋ
Ｎ
Ｔ
歐
は
烱
日
欷
２
０
１
１
年
灑
月
期
歉
瀲
年
１
殳

灑
月
歐
の
連
結
決
算
を
発
表
し
た
盜
年
末
に
向
け
た
海
外
旅
行
の
間
際
需
要
の
取
り

込
み
に
よ
り
昨
年
灑
月
に
発
表
し
た
予
想
値
よ
り
も
経
常
利
益
は
烽
・
０
％
上
振
れ

し
欷
前
期
比
炸
・
２
％
減
の
灑
億
７
千
万
円
盜
東
京
電
力
の
原
発
事
故
に
よ
る
東
電

か
ら
の
賠
償
金
の
特
別
利
益
へ
の
計
上
も
あ
り
欷
純
利
益
は
前
期
比
１
２
６
・
２
％

増
の
７
億
１
１
０
０
万
円
と
な
檸
た
盜

灑月分

最
低
価
格
保
証
を
強
化

エ
ク
ス
ペ
デ
檪
ア

　
エ
ク
ス
ペ
デ
檪
ア
ジ
櫺
パ

ン
は
海
外
ホ
テ
ル
予
約
で
従

来
か
ら
行
檸
て
い
た
欹
最
低

価
格
保
証
サ
欟
ビ
ス
飮
の
内

容
を
強
化
し
た
盜
エ
ク
ス
ペ

デ
檪
ア
で
予
約
し
た
ホ
テ
ル

宿
泊
料
金
が
他
の
予
約
サ
イ

ト
よ
り
高
か
檸
た
場
合
欷
予

約
後
煥
日
以
内
に
申
し
出
る

と
欷
差
額
を
返
金
す
る
と
同

時
に
５
千
円
分
の
ク
欟
ポ
ン

を
進
呈
す
る
盜
同
ク
欟
ポ
ン

は
海
外
ホ
テ
ル
欷
海
外
ツ
ア

欟
で
利
用
で
き
る
盜

　
従
来
は
欷
最
低
価
格
の
申

告
期
限
が
予
約
後
烝
時
間
以

内
で
欷
返
金
金
額
が
差
額
と

１
千
円
の
合
算
額
だ
檸
た
盜

　
ト
蘖
プ
ツ
ア
欟
の
昨
年
灑

月
の
旅
行
販
売
概
況
は
欷
総

取
扱
額
が
前
年
同
月
比
７
・

４
％
増
の
１
０
３
億
４
１
７

４
万
円
だ
檸
た
盜
内
訳
は
欷

国
内
旅
行
が
同
炙
・
４
％
増

の
牴
億
２
２
６
６
万
円
欷
海

外
旅
行
が
同
灑
・
９
％
減
の

烟
億
９
３
０
４
万
円
欷
訪
日

旅
行
が
同
煌
・
８
％
増
の
４

億
４
１
４
５
万
円
欷
そ
の
他

が
同
４
・
５
％
増
の
２
億
８

４
５
８
万
円
盜

　
国
内
旅
行
の
う
ち
団
体
旅

行
は
欷
一
般
団
体
が
同
８
・

１
％
減
だ
檸
た
も
の
の
教
育

旅
行
団
体
が
同
８
・
９
％
増

と
け
ん
引
し
欷
団
体
全
体
で

は
同
０
・
４
％
増
だ
檸
た
盜

個
人
旅
行
は
企
画
旅
行
が
同

灑
・
９
％
減
欷
企
画
旅
行
商

品
を
除
く
そ
の
他
の
個
人
旅

行
は
同
１
３
９
・
８
％
増
盜

　
海
外
旅
行
は
欷
一
般
団
体

が
同
焜
・
６
％
増
欷
教
育
旅

行
団
体
が
同
熈
・
４
％
減
で

団
体
旅
行
全
体
で
は
同
４
・

０
％
減
盜
個
人
旅
行
は
自
社

企
画
商
品
が
同
焉
・
１
％
減
欷

他
社
企
画
商
品
が
同
４
・
５

％
減
で
企
画
商
品
全
体
で
は

同
炒
・
６
％
減
盜
そ
の
他
の

個
人
旅
行
は
同
烋
・
５
％
減

だ
檸
た
盜
訪
日
旅
行
は
大
型

ク
ル
欟
ズ
旅
行
の
取
り
扱
い

な
ど
で
好
調
だ
檸
た
盜

　
４
殳
灑
月
の
累
計
は
欷
総

取
扱
額
が
前
年
同
期
比
６
・

８
％
減
の
９
０
３
億
９
１
５

０
万
円
盜
こ
の
う
ち
国
内
旅

行
は
同
２
・
８
％
減
の
６
４

９
億
３
６
２
５
万
円
欷
海
外

旅
行
は
同
炙
・
５
％
減
の
２

１
７
億
８
６
８
６
万
円
欷
訪

日
旅
行
は
同
煥
・
６
％
減
の

烙
億
５
５
２
３
万
円
欷
そ
の

他
が
同
９
・
１
％
増
の
瀲
億

１
３
１
５
万
円
盜

　
観
光
庁
が
瀾
日
に
発
表
し

た
今
年
灑
月
の
主
要
旅
行
業

爍
社
の
旅
行
取
扱
状
況
歉
速

報
歐
は
欷
総
取

扱
額
が
前
年
同

月
比
５
・
５
％

増
の
５
０
８
１

億
７
５
３
６
万

円
だ
檸
た
盜
５
カ
月
連
続
で

前
年
実
績
を
超
え
た
盜
こ
の

う
ち
国
内
旅
行
は
同
３
・
４

％
増
の
３
１
４
８
億
４
１
３

８
万
円
欷
海
外
旅
行
は
同
８

・
４
％
増
の
１
８
７
１
億
１

１
６
１
万
円
盜
外
国
人
旅
行

は
瀾
カ
月
ぶ
り
に
前
年
比
増

に
転
じ
欷
同
煢
・
３
％
増
の

爭
億
２
２
３
７
万
円
盜

　
国
内
旅
行
は
５
カ
月
連
続

で
前
年
実
績
を
超
え
た
盜

欹
全
国
ベ
欟
ス
で
回
復
基

調
飮
と
観
光
産
業
課
盜
前
年

実
績
を
上
回
檸
た
の
は
欷
取

り
扱
い
燵
社
中
焙
社
で
欷
瀲

月
よ
り
も
１
社
増
え
た
盜

　
海
外
旅
行
は
取
り
扱
い
燿

社
中
前
月
よ
り
８
社
多
い
熕

社
が
前
年
を
超
え
た
盜

　
外
国
人
旅
行
は
依
然
欷
一

部
で
福
島
の
原
発
事
故
の
影

響
が
残
檸
て
い
る
も
の
の
欷

欹
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
ク
ラ
ブ
ワ
欟
ル

ド
カ
蘖
プ
ジ
櫺
パ
ン
２
０
１

１
飮
な
ど
の
開
催
が
需
要
を

喚
起
し
欷
取
り
扱
い
煬
社
中

炮
社
が
前
年
を
上
回
檸
た
盜

　
募
集
型
企
画
旅
行
は
総
取

扱
額
が
前
年
同
月
比
７
・
６

％
増
の
１
３
４
３
億
１
８
０

３
万
円
だ
檸
た
盜
内
訳
は
国

内
旅
行
が
同
４
・
２
％
増
の

６
８
８
億
１
９
４
７
万
円
欷

海
外
旅
行
が
同
瀲
・
５
％
増

の
６
５
２
億
８
９
９
９
万

円
欷
外
国
人
旅
行
が
同
炯
・

５
％
減
の
２
億
８
５
７
万

円
盜

　
募
集
型
企
画

旅
行
の
総
取
扱

人
数
は
欷
国
内

旅
行
が
同
０
・

３
％
増
の
２
８
５
万
１
０
９

１
人
欷
海
外
旅
行
が
同
灑
・

０
％
増
の
３
８
万
５
４
７
９

人
欷
外
国
人
旅
行
が
同
烋
・

２
％
減
の
１
万
爿
人
で
欷
総

計
は
同
１
・
４
％
増
の
３
２

４
万
６
６
３
８
人
盜

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
グ
ル
欟
プ
の
旅
行

販
売
会
社
烝
社
に
よ
る
瀲
年

灑
月
の
取
扱
額
は
欷
前
年
同

月
比
４
・
２
％
増
の
１
２
５

９
億
４
１
０
０
万
円
盜
国
内

旅
行
は
５
・
０
％
増
の
７
２

６
億
６
６
０
０
万
円
と
な
檸

た
盜
海
外
旅
行
は
５
・
４
％

増
の
４
３
０
億
７
３
０
０
万

円
欷
国
際
旅
行
は
熈
・
４
％

増
の
焙
億
９
１
０
０
万
円
欷

旅
行
関
連
商
品
そ
の
他
は
炒

・
２
％
減
の
牘
億
１
２
０
０

万
円
だ
檸
た
盜

　
国
内
旅
行
の
内
訳
を
見
る

と
団
体
旅
行
は
０
・
９
％
増
盜

う
ち
一
般
団
体
は
欹
企
業
飮

が
６
・
９
％
増
欷
欹
官
公
庁

・
自
治
体
飮
が
炸
・
９
％
増
欷

欹
組
織
飮
が
瀲
・
２
％
増
と

好
調
だ
盜
教
育
団
体
は
５
・

３
％
減
だ
檸
た
盜

　
企
画
商
品
は
８
・
１
％
増

で
欷
う
ち
ブ
ラ
ン
ド
欹
エ
欟

ス
飮
は
７
・
７
％
増
盜
手
配

旅
行
を
含
む
個
人
旅
行
全
体

で
は
６
・
１
％
増
だ
檸
た
盜

　
方
面
別
の
状
況
を
首
都
圏

発
エ
欟
ス
の
取
扱
人
員
で
見

る
と
欷
九
州
が
烱
・
１
％
増
欷

北
海
道
が
瀲
・
０
％
増
欷
中

国
・
四
国
が
８
・
８
％
増
と

前
年
を
上
回
檸
た
盜
前
年
を

下
回
檸
た
の
は
欷
東
北
歉
炙

・
６
％
減
歐
の
み
盜

　
海
外
旅
行
は
欷
団
体
旅
行

が
６
・
４
％
減
欷
企
画
商
品

が
８
・
０
％
増
欷
Ｆ
Ｉ
Ｔ
が

５
・
５
％
増
だ
檸
た
盜

　
瀲
年
度
４
殳
灑
月
の
累
計

は
欷
取
扱
額
は
４
・
６
％
減

の
１
兆
１
４
０
９
億
５
０
０

万
円
盜
国
内
旅
行
は
５
・
０

％
減
の
６
７
４
４
億
６
９
０

０
万
円
欷
海
外
旅
行
は
２
・

４
％
減
の
３
９
５
３
億
６
９

０
０
万
円
欷
国
際
旅
行
が
熹

・
１
％
減
の
１
６
７
億
４
９

０
０
万
円
欷
旅
行
関
連
商
品

そ
の
他
が
７
・
０
％
増
の
５

４
３
億
１
８
０
０
万
円
盜

　
楽
天
ト
ラ
ベ
ル
は
こ
の
ほ

ど
欷
東
北
欷
中
部
欷
近
畿
各

地
区
の
欹
楽
天
ト
ラ
ベ
ル
ア

ワ
欟
ド
２
０
１
１
飮
の
受
賞

施
設
を
発
表
欷
表
彰
し
た
盜

宿
泊
実
績
と
宿
泊
客
ア
ン
ケ

欟
ト
評
価
の
高
か
檸
た
施
設

の
う
ち
東
北
地
区
は
炸
欷
中

部
地
区
は
焉
欷
近
畿
地
区
は

炸
施
設
が
受
賞
し
た
盜
受
賞

施
設
は
次
の
通
り
盜

　
歇
東
北
地
区
歃
シ
テ
檪
・

ビ
ジ
ネ
ス
部
門
▽
金
賞
‖
コ

ン
フ
櫻
欟
ト
ホ
テ
ル
仙
台
西

口
▽
銀
賞
‖
リ
蘖
チ
モ
ン
ド

ホ
テ
ル
山
形
駅
前
▽
お
客
さ

ま
ア
ン
ケ
欟
ト
大
賞
‖
ホ
テ

ル
レ
オ
パ
レ
ス
仙
台
▽
敢
闘

賞
‖
ホ
テ
ル
Ｊ
Ａ
Ｌ
シ
テ
檪

青
森
欷
盛
岡
ニ
欒
欟
シ
テ
檪

ホ
テ
ル
欷
ダ
イ
ワ
ロ
イ
ネ
蘖

ト
ホ
テ
ル
仙
台

　
レ
ジ
櫺
欟
部
門
▽
金
賞
‖

秋
保
温
泉
ホ
テ
ル
瑞
鳳
▽
銀

賞
‖
鉛
温
泉
藤
三
旅
館
▽
お

客
様
ア
ン
ケ
欟
ト
大
賞
‖
ペ

ン
シ
欖
ン
プ
チ
ポ
ワ
▽
リ
ト

ル
・
ス
タ
欟
賞
‖
祭
畤
歉
ま

つ
る
べ
歐
温
泉
か
み
く
ら
▽

敢
闘
賞
‖
秋
保
温
泉
佐
藤
屋

旅
館
欷
鳴
子
温
泉
郷
東
多
賀

の
湯
欷
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
ミ
ン

タ
ロ
ハ
蘖
ト

　
プ
レ
ミ
ア
ム
部
門
▽
ダ
イ

ヤ
モ
ン
ド
賞
‖
リ
蘖
チ
モ
ン

ド
ホ
テ
ル
プ
レ
ミ
ア
仙
台
駅

前
▽
金
賞
‖
ホ
テ
ル
キ
櫺
蘖

ス
ル
山
形
▽
銀
賞
‖
ホ
テ
ル

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
盛
岡
Ｎ
Ｅ

Ｗ
Ｗ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
▽
お
客
様
ア
ン

ケ
欟
ト
大
賞
‖
湯
田
川
温
泉

九
兵
衛
旅
館
▽
敢
闘
賞
‖
ホ

テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
秋

田
欷
沢
内
銀
河
高
原
ホ
テ
ル

　
歇
中
部
地
区
歃
シ
テ
檪
・

ビ
ジ
ネ
ス
部
門
▽
金
賞
‖
名

古
屋
駅
前
モ
ン
ブ
ラ
ン
ホ
テ

ル
▽
銀
賞
‖
名
鉄
イ
ン
名
古

屋
桜
通
▽
お
客
さ
ま
ア
ン
ケ

欟
ト
大
賞
‖
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン

ミ
ラ
欟
ジ
欒
▽
敢
闘
賞
‖
ホ

テ
ル
フ
ジ
タ
福
井
欷
ビ
ジ
ネ

ス
ホ
テ
ル
カ
欟
ム
欷
柳
の
湯

ド
欟
ミ
欟
イ
ン
名
古
屋
欷
ホ

テ
ル
シ
ル
ク
ト
櫚
リ
欟
名
古

屋
欷
大
和
ロ
イ
ネ
蘖
ト
ホ
テ

ル
名
古
屋
新
幹
線
口

　
レ
ジ
櫺
欟
部
門
▽
ダ
イ
ヤ

モ
ン
ド
賞
‖
あ
わ
ら
温
泉
政

竜
閣
▽
金
賞
‖
飛
騨
花
里
の

湯
高
山
桜
庵
▽
銀
賞
‖
体
験

交
流
施
設
ラ
ブ
ロ
恋
路
▽
お

客
様
ア
ン
ケ
欟
ト
大
賞
‖
和

食
の
宿
一
歩
歉
て
く
て
く
歐

▽
リ
ト
ル
・
ス
タ
欟
賞
‖
食

い
し
ん
坊
の
湯
宿
望
洋
▽
エ

ン
タ
欟
テ
イ
ン
メ
ン
ト
賞
‖

あ
わ
ら
温
泉
政
竜
閣
欷
体
験

交
流
施
設
ラ
ブ
ロ
恋
路
欷
上

諏
訪
温
泉
Ｒ
Ａ
Ｋ
Ｏ
華
乃
井

ホ
テ
ル
▽
敢
闘
賞
‖
奥
能
登

珠
洲
ビ
欟
チ
ホ
テ
ル
欷
ホ
テ

ル
ア
ン
ビ
エ
ン
ト
蓼
科
欷
日

の
谷
温
泉
美
杉
リ
ゾ
欟
ト
欷

山
代
温
泉
み
ど
り
の
宿
萬
松

閣　
プ
レ
ミ
ア
ム
部
門
▽
ダ
イ

ヤ
モ
ン
ド
賞
‖
粟
津
温
泉
旅

亭
懐
石
の
と
や
▽
金
賞
‖
あ

わ
ら
温
泉
あ
わ
ら
の
宿
八
木

▽
銀
賞
‖
白
骨
の
名
湯
泡
の

湯
▽
お
客
様
ア
ン
ケ
欟
ト
大

賞
‖
花
扇
別
邸
い
い
や
ま
▽

敢
闘
賞
‖
金
沢
エ
ク
セ
ル
ホ

テ
ル
東
急
欷
名
古
屋
観
光
ホ

テ
ル
欷
下
呂
温
泉
水
明
館
欷

サ
欟
ウ
檪
ン
ス
ト
ン
ホ
テ
ル

　
歇
近
畿
地
区
歃
シ
テ
檪
・

ビ
ジ
ネ
ス
部
門
▽
ダ
イ
ヤ
モ

ン
ド
賞
‖
新
阪
急
ホ
テ
ル
ア

ネ
蘖
ク
ス
▽
金
賞
‖
花
蛍
の

湯
ド
欟
ミ
欟
イ
ン
Ｐ
Ｒ
Ｅ
Ｍ

Ｉ
Ｕ
Ｍ
京
都
駅
前
▽
銀
賞
‖

ホ
テ
ル
法
華
ク
ラ
ブ
大
阪
▽

お
客
さ
ま
ア
ン
ケ
欟
ト
大
賞

‖
旅
の
宿
葆
光
荘
▽
敢
闘
賞

‖
ホ
テ
ル
コ
ン
ソ
ル
ト
欷
ダ

イ
ワ
ロ
イ
ネ
蘖
ト
ホ
テ
ル
大

阪
上
本
町

　
レ
ジ
櫺
欟
部
門
▽
ダ
イ
ヤ

モ
ン
ド
賞
‖
有
馬
温
泉
御
幸

荘
花
結
び
▽
金
賞
‖
淡
路
島

洲
本
温
泉
海
月
舘
▽
銀
賞
‖

城
崎
温
泉
旅
館
お
宿
白
山
▽

お
客
様
ア
ン
ケ
欟
ト
大
賞
‖

京
の
お
宿
ま
る
や
ま
▽
リ
ト

ル
・
ス
タ
欟
賞
‖
城
崎
温
泉

や
な
ぎ
荘
▽
エ
ン
タ
欟
テ
イ

ン
メ
ン
ト
賞
‖
淡
路
島
洲
本

温
泉
海
月
舘
▽
敢
闘
賞
‖
城

崎
温
泉
花
香
る
静
寂
の
宿
湯

楽
欷
レ
イ
セ
ニ
蘖
ト
城
崎
ス

イ
欟
ト
Ｖ
Ｉ
Ｌ
Ｌ
Ａ

　
プ
レ
ミ
ア
ム
部
門
▽
金
賞

‖
ホ
テ
ル
大
阪
ベ
イ
タ
ワ
欟

▽
銀
賞
‖
シ
欟
サ
イ
ド
ホ
テ

ル
舞
妓
ビ
ラ
神
戸
▽
お
客
様

ア
ン
ケ
欟
ト
大
賞
‖
有
馬
温

泉
中
の
坊
瑞
苑
▽
敢
闘
賞
‖

シ
テ
檪
プ
ラ
ザ
大
阪
欷
ホ
テ

ル
京
阪
ユ
ニ
バ
欟
サ
ル
・
タ

ワ
欟

　
近
畿
日
本
ツ
欟
リ
ス
ト

歉
Ｋ
Ｎ
Ｔ
歐
は
こ
の
ほ
ど
中

期
経
営
計
画
を
見
直
し
欷
烱

日
に
そ
の
内
容
を
発
表
し

た
盜
東
日
本
大
震
災
の
発
生

に
よ
る
外
部
環
境
の
変
化

と
欷
昨
年
８
月
に
発
表
の

欹
事
業
構
造
改
革
の
基
本
方

針
飮
に
基
づ
く
今
年
１
月
の

同
社
グ
ル
欟
プ
と
本
社
の
各

体
制
の
再
構
築
を
踏
ま
え
て

の
も
の
盜
箇
所
ご
と
の
欹
自

立
経
営
飮
と
欹
連
携
強
化
飮

の
両
立
に
よ
り
安
定
し
た
収

益
基
盤
を
確
立
し
欷
２
０
１

４
年
度
の
連
結
業
績
で
欷
営

業
収
益
６
６
５
億
円
欷
営
業

利
益
熏
億
円
欷
経
常
利
益
煬

億
円
欷
純
利
益
煥
億
円
の
達

成
を
目
指
す
盜

　
同
社
は
瀾
年
８
月
に
発
表

し
た
欹
中
期
経
営
計
画
の
見

直
し
飮
で
欷
灣
年
度
ま
で
の

財
務
目
標
を
設
定
‖
別
表
参

照
盜
灣
年
度
の
営
業
収
益
を

６
４
３
億
円
欷
営
業
利
益
を

燵
億
円
欷
経
常
利
益
を
燼
億

円
欷
純
利
益
を
燧
億
円
欷
個

別
業
績
の
売
上
高
を
３
８
０

０
億
円
と
し
て
お
り
欷
今
回

の
見
直
し
で
は
営
業
収
益
は

７
億
円
上
方
修
正
す
る
一
方

で
欷
営
業
利
益
そ
の
他
に
つ

い
て
は
縮
小
す
る
計
画
と
し

た
盜

　
同
社
は
１
月
か
ら
欷
東
京
欷

名
古
屋
欷
大
阪
地
区
の
旅
行

事
業
へ
の
集
中
化
と
欷
団
体

旅
行
欷
個
人
旅
行
部
門
の
２

大
部
門
へ
の
再
編
欷
北
海
道
欷

東
北
欷
中
国
四
国
欷
九
州
で

の
各
地
域
会
社
に
よ
る
地
域

密
着
営
業
体
制
の
構
築
な
ど

に
よ
り
欷
地
域
や
事
業
の
特

性
に
応
じ
た
営
業
の
展
開

と
欷
営
業
力
強
化
欷
効
率
化

な
ど
を
進
め
て
い
る
盜

　
発
表
の
中
期
経
営
計
画
で

は
欷
重
点
施
策
を
欹
団
体
旅

行
飮
欹
個
人
旅
行
飮
欹
中
国

・
ア
ジ
ア
で
の
事
業
拡
大
飮

の
３
事
業
ご
と
に
示
し
た
盜

　
団
体
旅
行
分
野
で
は
欷
組

織
再
編
で
の
情
報
や
ノ
ウ
ハ

ウ
の
共
有
に
よ
る
営
業
力
の

強
化
の
ほ
か
欷
主
に
大
都
市

で
の
法
人
・
団
体
へ
の
提
案

型
営
業
の
拡
大
欷
教
育
旅
行

分
野
で
の
ス
ポ
欟
ツ
・
文
化

イ
ベ
ン
ト
関
連
旅
行
の
需
要

開
拓
欷
ス
ポ
欟
ツ
を
切
り
口

と
し
た
地
域
振
興
・
コ
ン
サ

ル
テ
檪
ン
グ
業
務
の
取
り
組

み
強
化
を
進
め
る
盜

　
個
人
旅
行
分
野
で
は
組
織

再
編
に
よ
り
欹
商
品
造
成
と

販
売
飮
欹
店
舗
販
売
と
ウ
櫪

ブ
販
売
飮
の
一
体
運
営
を
強

化
盜
新
た
な
会
員
組
織
に
よ

る
新
規
顧
客
の
獲
得
と
リ
ピ

欟
ト
率
の
向
上
欷
ウ
櫪
ブ
専

用
商
品
の
充
実
に
よ
る
ウ
櫪

ブ
販
売
の
拡
大
欷
強
化
欷
収

益
性
の
低
い
店
舗
の
撤
退
と

コ
ン
サ
ル
機
能
充
実
に
よ
る

高
収
益
商
品
の
販
売
な
ど
に

力
を
入
れ
る
盜

　
中
国
・
ア
ジ
ア
事
業
に
つ

い
て
は
欷
現
地
提
携
先
と
の

商
品
開
発
で
現
地
発
海
外
個

人
旅
行
の
需
要
獲
得
や
欷
既

存
・
新
規
拠
点
の
強
化
欷
設

置
に
よ
る
ネ
蘖
ト
ワ
欟
ク
の

充
実
を
図
檸
て
い
く
考
え

だ
盜

　
日
本
旅
行
の
提
携
販
売
店

で
構
成
す
る
日
旅
西
日
本
ス

ク
ラ
ム
会
歉
会
長
欷
下
平
晃

寿
・
ラ
イ
オ
ン
ズ
旅
行
企
画

代
表
取
締
役
欷
煖
会
員
歐
は

炙
日
欷
大
阪
市
の
大
阪
弥
生

会
館
で
第
瀾
回
総
会
を
開

き
欷
瀲
年
度
事
業
報
告
欷
収

支
決
算
報
告
欷
監
査
報
告
欷

灑
年
度
事
業
計
画
欷
収
支
予

算
を
承
認
し
た
盜
ま
た
欷
会

員
減
少
に
伴
う
役
員
数
の
削

減
の
た
め
欷
役
員
選
出
内
規

を
改
正
し
た
盜

　
冒
頭
あ
い
さ
つ
し
た
下
平

会
長
‖
写
真
‖
は
欹
昨
年
は

東
日
本
大
震
災
欷
豪
雨
被
害

な
ど
大
変
な
年
だ
檸
た
盜
会

と
し
て
も
東
北
や
南
紀
な
ど

を
支
援
し
た
盜
今
年
は
契
約

更
新
の
時
期
で
欷
さ
ま
ざ
ま

な
見
直
し
が
行
わ
れ
て
い

る
盜
引
き
続
き
の
契
約
を
お

願
い
し
た
い
飮
と
述
べ
た
盜

　
来
賓
と
し
て
前
中
弘
美
・

名
誉
会
長
歉
日
本
旅
行
取
締

役
兼
常
務
執
行
役
員
西
日
本

営
業
本
部
長
歐
欷
久
保
祥
治

・
日
本
旅
行
営
業
企
画
本
部

担
当
部
長
が
出
席
盜

　
前
中
名
誉
会
長
は
欹
東
日

本
大
震
災
で
は
ス
ク
ラ
ム
会

と
し
て
東
北
支
援
を
い
た
だ

き
感
謝
し
て
い
る
盜
西
日
本

管
内
で
は
九
州
新
幹
線
全
線

開
業
欷
大
阪
ス
テ
欟
シ
欖
ン

シ
テ
檪
の
オ
欟
プ
ン
が
あ

り
欷
西
日
本
か
ら
少
し
で
も

元
気
を
全
国
に
発
信
で
き
た

の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い

る
盜
個
人
旅
行
市
場
で
は
間

際
化
欷
ネ
蘖
ト
予
約
化
が
ま

す
ま
す
進
ん
で
い
る
盜
昨
年

か
ら
進
め
て
い
る
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
の
転
換
を
欷
今
年
は

よ
り
具
体
化
さ
せ
て
い
く
飮

と
強
調
し
た
盜

ゆ
い
レ
欟
ル
で

三
線
ラ
イ
ブ
を

Ｊ
Ｔ
Ｂ

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
は
３
月
４
日
欷
沖

縄
都
市
モ
ノ
レ
欟
ル
の
協
力

に
よ
り
欷
欹
ゆ
い
レ
欟
ル
飮

で
三
線
歉
さ
ん
し
ん
歐
の
演

奏
な
ど
を
楽
し
め
る
観
光
列

車
を
運
行
す
る
盜

　
首
里
城
の
絵
柄
で
ラ
蘖
ピ

ン
グ
し
た
欹
首
里
城
号
飮
１

編
成
を
利
用
盜
３
月
４
日

欹
さ
ん
し
ん
の
日
飮
に
ち
な

み
首
里
駅
殳
那
覇
空
港
駅
間

で
欷
歌
手
の
ｃ
ｏ
ｊ
ａ
ｃ
ｏ

歉
こ
じ
檳
こ
歐
さ
ん
と
三
線

演
奏
者
の
か
を
る
シ
欟
サ
欟

さ
ん
に
よ
る
ラ
イ
ブ
や
ト
欟

ク
シ
欖
欟
を
行
う
盜
弾
き
方

を
教
え
る
三
線
体
験
の
企
画

も
盜

　
旅
行
代
金
は
大
人
欷
子
ど

も
２
千
円
欷
幼
児
５
０
０
円
盜

設
定
人
員
は
爲
人
盜

欹
あ
な
た
は
な
に
人
飮

診
断
ア
プ
リ
を
配
信

Ｋ
Ｎ
Ｔ
が
Ｆ
Ｂ
で

　
近
畿
日
本
ツ
欟
リ
ス
ト

歉
Ｋ
Ｎ
Ｔ
歐
は
こ
の
ほ
ど
欷

イ
ン
タ
欟
ネ
蘖
ト
の
ソ
欟
シ

櫺
ル
・
ネ
蘖
ト
ワ
欟
キ
ン
グ

・
サ
欟
ビ
ス
歉
Ｓ
Ｎ
Ｓ
歐

欹
フ
櫪
イ
ス
ブ
蘖
ク
歉
Ｆ

Ｂ
歐
飮
の
同
社
海
外
旅
行
Ｆ

Ｂ
ペ
欟
ジ
で
欷
利
用
者
が
ど

の
国
の
人
の
気
質
を
持
檸
て

い
る
の
か
を
診
断
で
き
る
ア

プ
リ
欹
あ
な
た
は
な
に
人
タ

イ
プ
飮
の
配
信
を
始
め
た
盜

診
断
と
同
時
に
お
勧
め
の
旅

先
も
紹
介
盜
ア
プ
リ
の
配
信

で
同
Ｆ
Ｂ
ペ
欟
ジ
を
活
性
化

し
欷
同
社
の
海
外
旅
行
の
フ

櫟
ン
づ
く
り
に
つ
な
げ
た
い

考
え
だ
盜

　
診
断
ア
プ
リ
上
で
利
用
者

が
設
問
に
答
え
る
と
欷
そ
の

内
容
か
ら
イ
タ
リ
ア
人
欷
ア

メ
リ
カ
人
欷
日
本
人
な
ど
世

界
瀲
カ
国
の
国
民
の
う
ち
ど

の
国
の
人
の
気
質
に
近
い
か

を
診
断
す
る
盜
た
だ
し
欹
科

学
的
根
拠
に
基
づ
く
分
類
で

は
一
切
な
い
飮
と
同
社
盜

　
ア
プ
リ
の
ナ
ビ
ゲ
欟
タ
欟

に
は
欷
同
社
宣
伝
本
部
の

欹
チ
櫺
レ
ン
ジ
部
長
飮
欹
グ

ル
メ
部
長
飮
を
そ
れ
ぞ
れ
務

め
る
人
気
テ
レ
ビ
キ
櫺
ラ
ク

タ
欟
の
欹
ガ
チ
櫺
ピ
ン
飮

欹
ム
蘖
ク
飮
を
起
用
盜
診
断

結
果
の
表
示
画
面
で
は
欷
各

国
の
民
族
衣
装
を
ま
と
檸
た

両
部
長
の
イ
ラ
ス
ト
が
登
場

す
る
盜

　
同
社
海
外
旅
行
Ｆ
Ｂ
ペ
欟

ジ
は
１
月
１
日
に
開
設
盜
診

断
ア
プ
リ
を
利
用
す
る
に

は
欷
同
社
海
外
旅
行
Ｆ
Ｂ
ペ

欟
ジ
に
設
置
の
欹
い
い
ね
飮

ボ
タ
ン
を
押
し
て
欷
欹
フ
櫟

ン
飮
に
な
る
必
要
が
あ
る
盜

　
同
社
で
は
同
ア
プ
リ
の
配

信
で
欷
同
社
海
外
旅
行
Ｆ
Ｂ

ペ
欟
ジ
の
フ
櫟
ン
を
年
間
５

万
人
獲
得
し
た
い
考
え
だ
盜

　
売
上
高
に
あ
た
る
営
業
収

益
は
前
期
比
瀲
・
０
％
減
の

５
６
５
億
５
６
０
０
万
円
欷

営
業
利
益
は
同
煥
・
８
％
減

の
同
瀲
億
３
２
０
０
万
円
と

い
ず
れ
も
前
期
よ
り
減
少
し

た
が
欷
予
想
値
比
で
は
欷
営

業
収
益
が
同
０
・
３
％
増
欷

営
業
利
益
は
同
煦
・
２
％
増

と
な
檸
た
盜

　
東
電
か
ら
の
賠
償
金
２
億

３
９
０
０
円
を
特
別
利
益
に

計
上
し
た
こ
と
で
欷
純
利
益

も
予
想
値
比
１
３
７
・
０
％

増
と
な
檸
た
盜

　
ま
た
欷
純
資
産
は
純
利
益

の
計
上
で
焙
億
２
７
０
０
万

円
と
な
り
欷
前
期
末
比
烝
・

０
％
増
盜
自
己
資
本
比
率
も

同
０
・
７
瓜
増
の
３
・
１
％

と
な
檸
た
盜

　
個
別
業
績
は
欷
営
業
収
益

が
前
期
比
瀲
・
２
％
減
の
４

５
４
億
２
５
０
０
万
円
欷
営

業
利
益
が
同
燎
・
３
％
減
の

６
億
４
４
０
０
万
円
欷
経
常

利
益
が
同
燻
・
２
％
減
の
７

億
３
６
０
０
万
円
欷
純
利
益

が
同
燹
・
７
％
増
の
５
億
５

９
０
０
万
円
盜

　
灑
年
灑
月
期
歉
灑
年
１
殳

灑
月
歐
の
連
結
業
績
予
想
は
欷

経
常
利
益
が
瀲
年
灑
月
期
比

燿
・
４
％
増
の
炳
億
円
盜
こ

の
ほ
か
営
業
収
益
は
同
灣
・

２
％
増
の
６
４
０
億
円
欷
営

業
利
益
は
同
犁
・
６
％
増
の

炳
億
円
欷
純
利
益
は
１
２
４

・
９
％
増
の
炯
億
円
を
見
込

む
盜

　
原
子
力
災
害
や
景
気
動
向

の
不
透
明
さ
な
ど
の
不
安
要

因
も
あ
る
が
欷
本
社
移
転
や

事
業
構
造
改
革
の
推
進
な
ど

に
よ
り
グ
ル
欟
プ
全
体
の
収

益
力
を
高
め
欷
増
収
増
益
を

実
現
す
る
考
え
だ
盜

　
個
別
業
績
予
想
は
欷
営
業

収
益
が
同
５
・
４
％
増
の
４

７
９
億
円
欷
経
常
利
益
が
同

１
１
７
・
２
％
増
の
炯
億
円
欷

純
利
益
が
同
１
５
０
・
１
％

増
の
炙
億
円
盜歇

小
林
茉
莉
歃

　
旅
行
情
報
誌
欹
る
る
ぶ
飮

な
ど
を
発
行
す
る
Ｊ
Ｔ
Ｂ
パ

ブ
リ
蘖
シ
ン
グ
は
欷
菓
子
メ

欟
カ
欟
の
ロ
蘖
テ
と
組
ん

で
欷
桜
の
時
期
の
旅
行
需
要

を
喚
起
す
る
盜
ロ
蘖
テ
の
菓

子
の
パ
蘖
ケ
欟
ジ
に
桜
の
名

所
の
情
報
を
掲
載
し
欷
る
る

ぶ
の
公
式
サ
イ
ト
に
も
誘
導

す
る
盜
ロ
蘖
テ
も
花
見
な
ど

で
食
べ
る
菓
子
の
需
要
を
喚

起
で
き
る
盜
欹
春
紀
行
飮
キ

櫺
ン
ペ
欟
ン
の
名
称
で
欷
３

月
６
日
か
ら
対
象
商
品
が
発

売
さ
れ
る
盜

　
新
製
品
を
含
む
菓
子
６
品

の
パ
蘖
ケ
欟
ジ
で
は
欷
Ｊ
Ｔ

Ｂ
パ
ブ
リ
蘖
シ
ン
グ
が
監
修

し
た
桜
の
名
所
の
情
報
と
し

て
欷
秋
田
県
の
角
館
武
家
屋

敷
欷
奈
良
県
の
吉
野
山
欷
熊

本
県
の
熊
本
城
な
ど
全
国
炳

カ
所
を
紹
介
盜
全
国
の
開
花

状
況
を
発
信
し
て
い
る
る
る

ぶ
の
公
式
サ
イ
ト
欹
る
る
ぶ

桙
ｃ
ｏ
ｍ
飮
の
情
報
も
記
載

し
欷
検
索
に
つ
な
が
る
よ
う

に
す
る
盜

　
同
時
に
欷
ロ
蘖
テ
の
菓
子

の
購
入
者
欷
Ｊ
Ｔ
Ｂ
パ
ブ
リ

蘖
シ
ン
グ
が
発
行
す
る
出
版

物
の
購
入
者
そ
れ
ぞ
れ
に
菓

子
の
セ
蘖
ト
や
旅
行
券
な
ど

を
抽
選
で
贈
る
キ
櫺
ン
ペ
欟

ン
を
行
う
盜

　
炳
日
欷
東
京
都
内
で
開
か

れ
た
発
表
会
‖
写
真
‖
に

は
欷
Ｊ
Ｔ
Ｂ
パ
ブ
リ
蘖
シ
ン

グ
出
版
事
業
本
部
国
内
情
報

部
第
二
編
集
部
の
石
川
泰
宏

編
集
長
歉
写
真
左
歐
欷
ロ
蘖

テ
商
品
開
発
部
の
荒
生
均
部

長
歉
同
右
歐
が
出
席
盜
桜
の

名
所
と
な
檸
て
い
る
地
域
な

ど
の
マ
ス
コ
蘖
ト
キ
櫺
ラ
ク

タ
欟
も
Ｐ
Ｒ
に
加
わ
檸
た
盜


